
弁護士に必要なコミュニケーション力が磨かれました。

　現在、執務しているネクスパート法律事務所は、法科

大学院の先輩から「風通しが良く様々なことに挑戦できる

環境」と聞き入所を決めました。日々、男女問題や相続など

幅広い分野を取り扱います。その中でも私は企業法務に

関わることが多く、広告業界の依頼者に対して美容系などの

広告をチェックしアドバイスをしています。SNSでの広告配信

が増加傾向にありますが、関連する法律を守る重要性は

あまり周知されていません。そのため、適法かつ商品価値を

高める表現を提案するなどのサポートをしています。 

　やりがいを感じるのは、相談事が解決し、依頼者の顔が

明るく輝く瞬間に立ち会ったときです。これからも、その方の

人生に介入することによって、よりよい将来につなげられる

弁護士になることを目指していきます。 

　学習院のキャンパスは都心にありながら豊かな緑に

囲まれ、勉強の合間の散策に最適です。学修面では、錚々たる

先生方の授業を受けることができる恵まれた環境です。

同級生や先生と議論し答えを導き出す授業のおかげで、

弁護士にとって大事なコミュニケーション力が培われました。 

　弁護士になる道のりは決して平坦ではありません。しかし

「別の道へ進めばよかった」と後悔したことはこれまでに

一度もありません。法曹の仕事は、大変さの何百倍も価値が

あります。先輩や先生方に相談しながら頑張っていただき

たいと思います。

齋木 美帆 
ネクスパート法律事務所

法曹として活躍する修了生

少人数制のきめ細やかな指導で知識が確かなものになりました。

　私は現在、前田俊房法律事務所という弁護士3名の事務所

で執務しています。担当する事案は、企業法務から労働、

不動産、一般民事事件、家事事件、刑事事件まで幅広く、

依頼者と一緒に問題を考えて解決まで導きます。依頼者の

多様な人生に踏み込むという法曹ならではの実務を通して、

オールラウンダーな町の弁護士を目指しています。

　私が学習院を選んだ理由のひとつに、少人数制の授業が

あげられます。先生が、学生一人ひとりの質問に対して、

時間をかけて答えてくださるのです。私は未修者コースに

在籍していましたが、先生方からの学生の個性に合わせた

的確なアドバイスや、きめ細やかな指導によって知識が

確かなものになりました。

　著名な先生が多くいらっしゃることも魅力的で、裁判官や

検察官として第一線で活躍されている実務家教員の先生方

から、理論だけではない実務のお話を聞けたことは、とても

有意義でした。当時はピンとこなかった話も、弁護士になった

今ようやく得心することが多くあります。

　自習室では自分専用の机を使うことができ、そこで朝から

晩まで必死に勉強したことや、友人達や先輩方との勉強会

は、よい思い出になっています。司法試験の勉強では、自分の

理解が進んでいるのか不安になるときもあります。しかし、

学習院大学法科大学院の恵まれた環境の下、ひたむきに

努力を続けたことが合格につながったと確信しています。

小暮 駿生
前田俊房法律事務所 

　少人数教育で正確な法律能力を身につける。
　学習院大学法科大学院（以下「本学」といいます）は、少人数
制で授業が行われ、ご高名な先生方が丁寧に法律を教えて
くださるため、正確な法律能力を身につけるための最適な
環境であると思います。
　本学の授業では、先生方からの質問に答える等の形式に
より、対話型双方向で授業が進みます。本学は少人数制の
ため1回の授業で何度も発言の機会があります。この機会
の中で、正確な思考や表現をするための訓練ができます。
また、自分の誤った理解を先生方にご指摘いただくことで、
自分の理解が不正確だったことに気づくことができ、正しい

理解をすることができます。さらに、少人数制のため予習や
授業でわからなかったことがあれば、先生方にすぐに質問が
でき、先生方もとても親切に答えてくださります。私は憲法と
刑事訴訟法が苦手だったのですが、青井先生と安村先生が
熱心に授業をしてくださり、授業で理解を得ることで苦手
意識を克服できました。また、「法学入門演習」という授業では、
法的な文書の作成について、実務家の先生方を交え、自分の
思考を文章で表現する力やよい文章を書くための普段の勉強
方法を基礎的な事項から丁寧に教えていただき、授業を
通じて普段の学修からよい文章を書くためにはどうすれば

よいかを考えるきっかけとなりました。
　令和3年度は新型コロナウイルス感染症の影響で、多く
の授業がZoomを使った遠隔での授業形式でした。今後の
新型コロナウイルス感染症の影響は依然不透明で、法科
大学院への進学を検討されている方の中には、遠隔授業に
より満足な授業が受けられないのではないかと不安に感じて
いる方もいらっしゃるかと存じます。この点、本学は少人数
制であり先生方と学生の距離が近いため、遠隔での授業で
あっても、上記のような対話型双方向の授業形式の実施に
向いており、質問もしやすい環境です。そのため、私は、本学

で遠隔授業によるストレスを感じずに、対面で授業を受ける
のと同じような感覚で授業を受けることができたと感じて
います。

３年　野村 和比古 
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